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2003 年 9 月 26 日、北海道十勝沖を震源とする 2003 年十勝沖地震（M=8.0）が発生した。北海道の太平洋沿岸と

その沖合いの地域では、太平洋プレートが北米プレートの下へ沈み込んでおり、地震活動が極めて高く、M8 級の

巨大地震が繰り返して発生している。十勝沖でも同じ場所で地震が繰り返し発生しているが、今回の 2003 年十勝

沖地震は 1952 年十勝沖地震（M=8.2）とほぼ同じアスペリティが破壊したプレート境界型地震とされている。 

2003 年十勝沖地震は、その震源域が海域であったために、この地震の直後から、本震破壊付近に約 40 台の自己

浮上式海底地震計（OBS）を、余震域全体をカバーするように設置して余震観測を行った。記録期間は各 OBS によっ

て多少異なるが、全体としては 2003 年 10 月 1 日から 11 月 20 日まで観測を行った。 

この余震観測によって得られた結果はいくつか報告されており、精度の高い余震分布も求められているが

（Shinohara et al., 2004、山田・他 2005 など）、震源域における Vp、Vp/Vs 構造についての議論はまだなされ

ていない。当震源域における地震の発生と地下構造との関係を明らかにすることは地震発生の場を理解する上で重

要である。そこで今回は、この余震観測で得られたデータから、P 波、S 波の到着時刻を精度よく読み取れる波形

を選び、その地震の震源再決定、さらに Vp、Vp/Vs 構造（特にアスペリティ周辺）を SIMULPS13Q（Eberhart-Phillips, 

1990）を用いて計算し、その結果について報告する。 

 


